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小笠原　貴史　氏 加藤　秀幸　氏

日　　時：令和７年10月23日（木）　13：30 ～ 16：50
配信会場：ホテル青森３階「善知鳥の間」
参加者数：会場：15名、Web：55名（連合会研修システムへ掲載中）
研修内容：①「社会保険労務士事務所の情報セキュリティについて」
　　　　　　講師　フォームズ株式会社　代表取締役　小笠原　貴史　氏
　　　　　②「生成AI（ChatGPT等）の社労士業務への活用方法」
　　　　　　講師　メイトー社会保険労務士事務所　代表　加藤　秀幸　氏

令和７年度第１回研修会について

今後の研修予定
令和７年度新規入会者及び開業準備等研修会
　１．事前研修　動画視聴（受講期間：令和８年１月５日～１月27日）
　　　　　　　　連合会会員専用ページ研修システム「新規入会者研修」の受講により実施
　２．集合研修　アップルパレス青森3階「雅の間」
　　　　　　　　１日目：令和８年１月28日（水）　13：30 ～ 17：00
　　　　　　　　２日目：令和８年１月29日（木）　　9：00 ～ 12：00

～事務局からのお知らせ～
　当会では会員向けに、研修会動画や各種案内をホームページ「会員専用ページ」へ随時掲載
しております。ぜひご確認ください。会員専用ページ閲覧の為のユーザーＩＤとパスワードは、
当会研修会案内をご確認いただくか、事務局までお問い合わせください。	
　なお、ログイン方法は下記のとおりです。

青森県社会保険労務士会ホームページ
（https://www.sr-aomori. info）

へアクセス をクリック をクリック

会員専用
会員へお知らせ
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　倫理研修は、社会保険労務士の職業倫理を保持するため、全国47都道府県にある社労士会において、所
属する全会員が５年に１回必ず受講しなければならない義務研修です。
　本年度は原則、連合会が運営する研修システムを使用しｅラーニング※にて実施されます。パソコンが
ない等、事務所や自宅で受講ができない場合は、県会事務局のパソコンをご予約の上ご利用いただけます
のでご連絡ください。

１．受講対象会員：　令和７年度は以下の年度に登録した会員となります。
　　　　　　　　　　（１）令和６年度（令和６年４月１日～令和７年３月31日） 
　　　　　　　　　　（２）令和元年度（令和元年４月１日～令和２年３月31日） 
　　　　　　　　　　（３）平成26年度（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 
　　　　　　　　　　（４）平成21年度（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 
　　　　　　　　　　（５）平成16年度（平成16年４月１日～平成17年３月31日） 
　　　　　　　　　　（６）平成11年度（平成11年４月１日～平成12年３月31日） 
　　　　　　　　　　（７）平成６年度（平成６年４月１日～平成７年３月31日） 
　　　　　　　　　　（８）平成元年度（平成元年４月１日～平成２年３月31日）
　　　　　　　　　　（９）昭和59年度（昭和59年４月１日～昭和60年３月31日）
　　　　　　　　　　及び前年度の未受講者の会員。
２．日　　　　時：　令和８年２月１日～同年３月31日
　　　　　　　　　　※実施時期については、若干変更になる場合があります。
　　　　　　　　　　※実施期間終了後は、いかなる場合でも受講できません。
３．内　容　等
　　（１）研修内容　①倫理研修実施の意義等について（40分程度）
　　　　　（予定）　　②社労士に求められる職業倫理の解説（70分程度）
　　　　　　　　　　③事例（設例問題）の解説（70分程度）
　　（２）実施方法　「eラーニング」による実施（開催通知文書記載のID及びパスワードよりログイン）
　　　　　　　　　　※連合会ホームページにある研修システムとは別のシステムで行います。
　　　　　　　　　　※全国社会保険労務士連合会作成教材を２冊使用
　　　　　　　　　　①「倫理研修テキスト」（開催通知文書とともに令和８年１月下旬頃送付予定）
　　　　　　　　　　②「社労士に求められる職業倫理」（「月刊社労士令和８年１月号」に同封）
４．受　講　料　　�無料（パソコンがない等の理由によりｅラーニングの受講ができず県会事務局や

インターネット環境が整っている場所のパソコン等で受講する場合の交通費等に
かかる実費は自己負担）

令和７年度 倫理研修 の開催案内

実施年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

受講対象者
登録年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度
平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
平成６年度 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度
平成元年度 平成２年度 平成３年度 平成４年度 平成５年度
昭和59年度 昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度

－ 今後の倫理研修実施年度別受講対象者登録年度一覧 －
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　今年度の広報活動の一環として、FM青森「スマイル」（毎週月曜日12：00～放送）の番組ス
ポンサーを務めております。
　番組の冒頭と終了時に「青森県社会保険労務士会の提供でお送りします」と紹介されることで、
県民の皆さまへの認知度向上を図っています。
　ラジオ広告の放送期間は、令和７年10月１日から12月29日までです。
　10月27日（月）には「社会保険労務士とは？」というテーマで齋藤委員長が生出演し、委員
会を代表してPRを行いました。
　FM青森の放送は「radiko（ラジコ）」というラジオアプリでも視聴可能です。昼食時にぜひご利
用いただき、青森県社会保険労務士会の広報活動にお力添えをいただければ幸いです。
　会報誌においても新たな取り組みを進めております。
　令和７年８月号では、新企画「社労士ヒストリー」を開始しています。会員の「社労士にな
るまでの歩み」を紹介し、他の会員の皆さまにとっての共感や気づき、励みとなるような内容
を目指しています。
　それぞれのキャリアや想いに触れることで、社労士としての原点をあらためて振り返る機会
になれば幸いです。
　また、令和７年11月号からは、全国社会保険労務士会連合会理事の稲田会員の連合会出張紀
行の連載がスタートします。
　さらに、これまでご好評いただいている「シャロメシ」「事務所訪問」も引き続き掲載予定です。
　広報委員会では今後も、「人を大切にする企業づくり」の重要性を社会へ広く発信し、その取
組みを支えることで、社会保険労務士の役割や魅力をより多くの方に知っていただけるよう努
めてまいります。
　会員の皆様には、これからも変わらぬご理解とご協力をお願い申し上げます。

令和７年度の広報活動について

FMラジオ番組「スマイル」 周知用チラシ（当会ＨＰ掲載）

令和7年10月27日ラジオ収録現場
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日本橋界隈日記
青森支部　稲田　紀子　

　10月某日、連合会の研修委員会に出席するため、社会保険労務士会館を訪れました。
　会館があるのは日本橋――日本銀行の真向かいで、三井財閥の本拠地として知られる、日本
の金融・経済の中心地です。その日本橋界隈の様子を少しだけご紹介します。
　まずは、日本橋での初ランチ。Google先生に教えてもらったお洒落なビストロへ向かったも
のの、まさかの臨時休業。急遽プランBを求めて歩いていると、行列のできたオープンキッチン
の人気店を発見。その名も「ブッチャーブラザーズ」！勢いで並んでみたところ、店名通りボ
リューム満点の塩味ステーキが登場し、しっかりとお腹を満たしてくれました。（いや、思い描
いていたランチではない…。）
　食後は、会館からほど近い「コレド室町テラス」を偵察しました。ちょうどランチタイムで
どのお店も大行列。価格帯は1,500円〜 3,000円と、さすが日本橋、ランチ事情もゴージャスでした。
連合会の女性職員さんにお話を伺うと、「昼時はどこも混んでいて、お店探しが一苦労。だから
コンビニやキッチンカーで買ってきて、会館で食べることも多いんです」とのこと。華やかな
街の裏には、日々の工夫と努力が息づいているようです。

連合会の自社ビル レモンサワーではなく水ですテナント入居あり！
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事務所訪問
―開業の経緯
　大学を卒業し、就職して３年程経過した頃から「自分は組織で
働くのに向いていないのではないか」と思うようになりました。
28歳で結婚し、34歳のとき長女が生まれました。
30代後半に入り、藤原和博著『35歳の教科書～今から始める戦略
的人生計画～』という本に出合いました。そして、独立開業を決
意しました。選択肢が複数ありましたが、最終的に社労士を選び
ました。選択式試験で何かの教科が１点足りず、なかなか合格で
きずにもがいていました。ようやく41歳で合格し、事務指定講習
を経て、42歳で開業登録しました。
仕事で壁にぶつかったときは、社労士を夢みて、仕事の合間に必死で勉強していたときのこと
を思い出すことにしています。
　
―趣味など
　１年程前から、具だくさん味噌汁作りにハマっています。料理研究家の土井善晴著『一汁一
菜でよいという提案』を読んで影響を受けました。出汁、味噌、具をどうするか、毎日考える
のがまた楽しいです。毎朝、具だくさん味噌汁を食するようになってからは、とても体調が良く、
仕事の能率も上がっています。
　溝江家では、夕食の時間に、歌詞の解釈を巡って議論するのが最近流行っています。先日は、
Mrs. GREEN APPLEが昨年リリースした『Dear』の歌詞「幼さでパンを作って、大人びてジャ
ムを塗ろう」の隠喩について娘たちと議論を交わしました。
　今年の７月、『第１回青い海と森の音楽祭』を鑑賞してきました。青森に豪華音楽家たちが集
結しました。前から２列目の席でした。琴線に触れました。「ブラボー！」の嵐、スタンディン
グオベーション、鳴りやまない拍手、演奏家たちの涙、音楽の真の素晴らしさを全身で感じま
した。第２回も必ず行くと、今から小躍りしています。
　
―今後の抱負など
　企業に働き方改革や働きがい改革を提案・助言している立場として、まずは手本となるよう、
自身の事務所の改革をどんどん進めていかなければと考えています。
弊所では３年前に完全週休３日制を導入しました。まずは業務の在り方を根本から見直して無
駄を省きました。
　次に、月給はそのままで週５日勤務から４日に労働条件を変更しました。職員からは大変喜
ばれ、モチベーションと生産性が向上しました。
　ＡＩの進展が目覚ましく、生成ＡＩのクオリティはかなりのス
ピードで向上しているようです。数年後には相当なレベルになっ
ていると想像します。
　弊所でも積極的に生成ＡＩを使用して、業務の効率化と精度を
一層高めていかなければと考えています。そして、効率化によっ
て捻出した時間で知識を深め、想像力と創造力を涵養し、これか
らの人口減少社会に向き合っていきたいと思っています。

今回の事務所訪問は青森支部の溝江隆仁さんにお伺いしました。

みぞえ社労士オフィス
〒038－0003　青森市石江字岡部49－18

TEL：017－763－5720　FAX：017－763－5721
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Profile
北津軽郡中泊町（現中里町）出身
昭和60年３月　県立中里高校卒業
昭和60年４月　国立相模原病院に採用　以降　厚生省、地方医務局
　　　　　　　（現地方厚生局）、国立病院において、医療事務、
　　　　　　　予算、契約、人事及び総務を担当
平成15年７月　社会保険労務士・行政書士事務所を開業

　広報委員長の齋藤晃史さんからバトンタッチされました五所川原支部
の檜川智です。
　大したヒストリーはないですが、皆様、よろしくお願いいたします。
高校は進学校、有名大学卒の社労士がほとんどのなか、青森県内では私
が一番の低学歴社労士と自負しています。
　そんな私ですが、津軽半島のほぼ真ん中の中里町（現中泊町）に生まれ、
田植え、稲刈り、正月以外は家を留守にしていた出稼ぎの父から、大学
に行かせる余裕がないので、とにかく公務員になれと子どもの頃から言
われ、何も疑わずに公務員を目指しました。
　最初の勤務先は神奈川県にある国立相模原病院で、医療事務として受付や医療費の算定、診
療報酬の請求を担当です。窓口や当直の際に院内一斉放送を津軽弁で話すものですから、病院
内ではちょっとだけ有名人でしたが、あるとき「何を話しているか分からない」と投書があり、
少しだけ落ち込んだ思い出があります。
　この頃、吉幾三の「俺ら東京さ行くだ」がヒットしていて、今ではパワハラとなるかもですが、
当然のようにカラオケで歌わされ、事務部長から面白いヤツだな、本省（厚生省）に行かない
かと言われ、気付いたら霞が関で予算係をしていました。
　その後、24歳で父を亡くし、26歳で母が交通事故のため脊椎損傷で半身まひとなってしまい、
15歳離れている弟もいたことから、人事異動で地元を離れることができないことから、独立可
能な資格を取得してから退職しようと決心しました。
　当時、恥ずかしながら厚生労働省の公務員、人事係長であったにもかかわらず、弁護士と税
理士しか知らず、資格の本で社会保険労務士と行政書士の資格があることを知り、仕事内容と
重なる社会保険労務士にチャレンジすることとし、３回目の挑戦で運よく合格することができ
ました。
　合格後すぐに非開業登録、翌年７月に無謀にも見込み客も知り合いもゼロの状態で開業登録
に変更し、他士業の先生、顧客、スタッフそして家族のおかげで、現在も社労士でいることが
できています。本当に感謝です。

　現在の事務所は、社労士と行政書士の合同事務所ですが、相模原病院
勤務時代の先輩が行政書士として働いてくれ、プライベートでは同期採
用の看護師の一人がカミさんです。
　間もなく還暦、孫と駆けっこしても負けそうです。健康のためロード
バイクは10年以上続けていますが、上り坂は超遅いです。一緒に走って
くれる方を探しています。
　写真は高校生の頃と今年９月に男鹿市の「なまはげライド」に参加し
たときに元F1レーサーの片山右京さんと撮影したものです。こんな私で
すが、引き続きよろしくお願いいたします。

社会保険労務士
檜川　智

社労士ヒストリー history
地域で一番気軽に話しやすい社労士を目指しています地域で一番気軽に話しやすい社労士を目指しています
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私 の 一 週 間

事務局次長　小野　雅子　
はじめに
　広報委員会で当コーナーにご寄稿いただく方を検討していた折「事務局について、あまり知
られていないから紹介して欲しい。」とのお言葉をいただきましたので、貴重な紙面をお借りい
たしまして、当職の1週間をご紹介させていただきます。

９月29日（月）
　午前は明日の青森年金事務所との定例会議（月１開催）の資料作りと月末支払のチェック。
午後は連合会主催の事務職員向けハラスメント研修をWebで受講。（研修詳細は県会通信に掲載）

９月30日（火）
　午前は前日アポイントのあった福士珠美参議院議員と小笠原大佑県議会議員の訪問に、会長
と対応。午後は青森年金事務所との会議。その後空いた時間で、10月開催の北海道・東北地域
協議会秋季会議（北海道開催）に関連した出席者報告や航空券の手配などを行いました。

10月１日（水）【社労士試験合格発表日】
　街角の年金相談センター青森の会計など月初めの報告物を作成。この日は社労士試験合格発
表日のため、新規登録の問合わせをいただきました。そこで今年度の新規入会者研修会について、
手付かずだったのを思い出し、研修計画案を作成しました。（１月下旬開催予定です。）

10月１日（木）
　議事録を作成し青森年金事務所へ提出。その後は、前日作成した報告物の提出・県会等の会
計のチェックなど延々とこなしました。

10月３日（金）
　当会が後援している「がん対策推進企業アクション事務局」のセミナーをWebで受講（研修
詳細は県会通信に記載）。また、来客対応で連合青森から「ワークルール検定」の後援を依頼され、
対応しました。他は日本年金機構へ提出する書類の作成など事務作業を黙々とこなしました。

10月４日（土）
　家族で庭の雑草を除草作業中、軍手を脱いだ隙に手を数か所虫に刺されてしまい、真っ赤に
腫れて痛痒さで眠れない夜を過ごしました。現在（R7.10.8）も症状が引かず、塗り薬と抗アレ
ルギーの飲み薬で対処してます。秋の虫はタチが悪いようですので、皆様お気を付けください。

10月５日（日）
　寝不足でしたが、「青森市茶道諸流の会第63回茶会（リンクステーション青森）」へ行き、県
内にある５つの流派のお茶席を巡り、秋の季節を感じる素敵なお菓子と美味しい抹茶をいただ
きました。

　以上が主な出来事でした。私事ですが、昨年度まで登録事務・経理事務・ホームページ更新・
会報記事の取りまとめなどを行っておりましたが、それらは後任者の名古屋和歌奈に任せ、今
年度より関係機関へ報告物の提出や依頼・各会議の調整や準備・研修の取りまとめなどを行っ
ております。至らぬ点も多々あるかと思いますが、今後ともご協力のほどお願い申し上げます。
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支 部 の 活 動 報 告
青 森 支 部
〇令和７年度第１回研修会（Web併用）

日　時：令和７年７月11日（金） 14：00 ～17：00 
場　所：ホテル青森及びWeb
出席者：会場26名 Web43名 ＊他支部・事務職員含
テーマ： 
　①「職場における熱中症対策の強化について」
　　講師　青森労働基準監督署

副所長　髙山　竹郎 氏
　②「65歳超雇用推進助成金について」
　　講師　独立行政法人 高齢・障害・求職者
　　　　　雇用支援機構青森支部　
　　　　　高齢・障害業務課長

佐藤　金助 他２名
　③「社労士の周辺業務にかかわる税務知識と
　　ポイント」
　　講師　柏秀人税務会計事務所税理士　

越後谷　恭子 氏
〇青森支部役員会

日 時：令和７年９月４日（木） 16：00～
テーマ：第２回研修会打合せ
　　　　演者、演目、日時、場所等の決定
場　所：青森県社会保険労務士会　会議室
出席者：10名

弘 前 支 部
〇親睦会

日　時：令和７年８月８日（金） 18：30～
場　所：どてまちビアバイキング
出席者：10名

○生成AIセミナー
日　時：令和７年10月29日（水） 13：30～15：30
場　所：弘前プラザホテル２階
出席者：16名
講　師：NPO法人あおもりIT活用サポートセンター
　　　　パートナー事業者　　　　馬場　和平 氏

八 戸 支 部
○八戸支部研修会＆バーベキュービアガーデン

日　時：令和７年８月22日（金） 
　　　　15：25～17：50
場　所：八戸パークホテル
出席者：24名

テーマ：
第一部　今後の改正動向について
　講師　八戸年金事務所　健康保険厚生年金適用
　　　　調査課　　　　　課長　長尾　昌和 氏
　　　　お客様相談室　室長代理　桐原　自然 氏
第二部　教育訓練休暇給付金について
　講師　八戸公共職業安定所　雇用保険給付課
　　　　雇用保険給付調査官　　阿部　忠博 氏
第三部　最近の監督指導事例から
　講師　八戸労働基準監督署
　　　　監督課長
　　　　　河野　麻子 氏
　18：00～
　　バーベキュービアガーデン
　
十 和 田 支 部
○第１回研修会

日　時：令和７年10月15日（水）
　　　　 13：30～16：50
場　所：市民交流プラザ
　　　　「トワーレ」
　　　　多目的研修室２
出席者：９名
テーマ：
　①「最近の法改正と管内における現状について」
　　講師　十和田労働基準監督署

監督・安全課　課長　深川　航 氏
　②「メンタル不調を抱えた社員との関わり方

～社労士が知っておきたい心理学的対応～」
　　講師　公認心理士・１級キャリアコンサル
　　　　　タント技能士
　　　　　吾妻　珠紀 氏
　懇親会　出席者：７名

　
五所川原支部
○納涼親睦交歓会

日　時：令和７年７月25日（金） 18：30～
場　所：焼肉ダイニングみらい　出席者：５名
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令和７年度研修委員会
（Web併用開催）
日時／令和７年７月30日（水）
　　　16：00～17：00
場所／青森県社会保険労務士会会議

【議題】令和７年度第１回研修会について

令和７年度広報委員会
（Web併用開催）
日時／令和７年９月１日（月）
　　　15：00～16：00
場所／青森県社会保険労務士会会議

【議題】
　１　令和７年度広報活動について
　２　会報について

令和７年度広報委員会
（Web併用開催）
日時／令和７年９月19日（金）
　　　15：00～16：00
場所／青森県社会保険労務士会会議

【議題】
　１　会報について
　２　ラジオ（エフエム青森）について

ハラスメント研修（連合会及び
都道府県会事務局職員向け）

（Web併用開催）
日時／令和７年９月29日（月）
　　　14：00～16：00
場所／青森県社会保険労務士会会議室

【研修内容】
　１　職場でのハラスメントの現状
　２　ハラスメントの種類と判断基準
　３　ハラスメントの法規制
　４　ハラスメント防止策
　５　カスタマーハラスメントへの対策
　　　～カスタマーハラスメントマニュアルを

　　　　基に考える～
　６　その他
　　　講師：成田　妙庫 氏（連合会理事－東京会－）

職域におけるがん対策の最新
情報

（セミナー・Web併用）
日時／令和７年10月３日（金）
　　　13：30～14：30
場所／青森県社会保険労務士会会議室

【プログラム】
１　ご挨拶
①厚生労働省
健康・生活衛生局　がん・疾病対策課
②青森県知事　宮下　宗一郎　氏
③がん対策推進企業アクション　事務局
２　がん対策の現状と今後の方針について
３　職域がん対策の進化（講演１）
講師：東京大学大学院学術研究科
総合放射線腫瘍学講座
特任教授　中川恵　一氏
４　私と家族のがん体（講演２）
　　講師：がん対策推進企業アクション　
認定講師　和田　智子　氏
５　トークセッション・質疑応答

連合会共済会推進委員活動
説明会（Web開催）
日時／令和７年10月21日（火）
　　　14：00～16：00
場所／青森県社会保険労務士会会議室

【議題】
　１　全国社会保険労務士会連合会共済会事業に
　　　ついて
　２　共済会事業推進委員への協力依頼事項につ
　　　いて
　３　その他（質疑応答）

県会
通信

第３回

第１回

第２回

令和
７年度

令和
７年度

令和
７年度
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令和７年10月１日現在会員数
支部名

会員種別 青　　森 弘　　前 八　　戸 む　　つ 十 和 田 五所川原 合　　計

開　　　業 62 31 36 7 18 9 163
非　開　業 9 8 16 2 3 0 38
合　　　計 71 39 52 9 21 9 201

　今年も残すところわずかとなりました。社労士会の諸活動は、全て会費で成り立ってい
ますので、皆様の早期納入をお願い致します。

未納会費の納入をお願いします

【入　会　者】
氏　　名 種　別 入会日 事務所（勤務先）所在地 電　話

神田　康幸
（八戸支部）

勤務 R7.8.1
八戸公共職業安定所
〒031－0071
八戸市沼館４丁目7－120

0178－22－8609

高橋　弘樹
（青森支部）

開業 R7.9.1

高橋弘樹社会保険労務士事務所
〒030－0823
青森市橋本３丁目17－20
はしもと３番館102号

017－752－9270

村舘　裕子
（八戸支部）

開業 R7.10.1
むらだて社労士事務所
〒031－0801
八戸市江陽５丁目14－13

0178－47－1892

櫻庭　崇泰
（弘前支部）

勤務 R7.10.1
株式会社青森みちのく銀行
〒030－8668
青森市橋本１丁目9－30

0177－77－1111

【諸　変　更】

【退　会　者】
氏　　名 支 部 名 種　　別 退 会 日

大溝　大介 弘前 開業 R7.8.31

田中　直久 十和田 非開業 R7.9.19

お 悔 み
＜十和田支部＞　田中　直久さん
　　　　令和７年　９月19日逝去

＜元会員 八戸支部＞　中村　律さん
　　　　　令和７年10月25日逝去

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

氏　　名 支 部 名 変更内容 退 会 日

谷川　晋 十和田 種別変更　開業→勤務 R7.1.1

田村　由理 十和田 事務所所在地変更 R7.8.1

溝江　隆仁 青森 事務所所在地変更 R7.9.15

三浦　辰哉 青森 種別変更 R7.9.29
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（八戸支部）
神田　康幸

　この度、入会しました神田康幸と申します。30代の頃に試験に合格していま
したが、定年を機に勤務社労士として8月から入会いたしました。現在は、今ま
での職場であるハローワーク八戸で事業主支援アドバイザーとして勤務してお
り、助成金業務を担当しております。助成金業務は通算で10年経験しており、
コロナ禍の令和２年に労働局の職業対策課長として青森県社会保険労務士会の研
修で雇用調整助成金の説明を行った事は今でも強く記憶に残っています。労働行
政と社労士会のつなぎ役として頑張りたいと思っていますので、皆様どうぞよろ
しくお願いいたします。

　最近はAIが文章を生み出す時代になり、考えることの意味を
あらためて感じています。

　AIを使えば、文章を「書く」ことは簡単になりますが、「伝える」ためには、やはり自
分の経験や感情が欠かせません。
　AIとともに働く時代だからこそ、人間らしい視点や言葉の温度を大切にしていきたい。
そんな思いを抱きながら、この記事もAIと“協働”して書きました。	 （西尾）

編集後記

（青森支部）
高橋　弘樹

　９月より入会いたしました、高橋弘樹と申します。県内で通信業の営業職とし
て勤務しながら、開業登録いたしました。実務経験はまだございませんが、どう
しても社労士の仕事に携わりたいという思いから、まずは開業登録をし、この世
界へ飛び込むこととしました。一日でも早く、企業さまのお役に立てるよう精進
してまいります。右も左もわからない初心者ではございますが、どうかご指導・
ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

（八戸支部）
村舘　裕子

　この度、入会させていただきました村舘裕子と申します。試験合格は十数年前
になりますが、社労士業務の社労士業務の実務経験を経てようやく入会の手続き
ができることとなりました。
　趣味は旅行とプールで泳ぐことです。若い方に負けないよう頑張ります。皆様
よろしくお願いいたします。

（弘前支部）
櫻庭　崇泰

　この度、非開業にて入会しました櫻庭崇泰と申します。勤務先の資格試験推奨
制度をきっかけに社労士試験にチャレンジし取得しました。実務経験が無いので、
これからも日々研鑽を惜しまず知識の習得に励んでいく所存でございます。諸先
輩方のご指導ご鞭撻の程を宜しくお願い申し上げます。
　趣味はゴルフ、登山、バイクのツーリングなど。良い気分転換になっております。
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青森県社会保険労務士政治連盟へのご入会のお願い

　社会保険労務士政治連盟は、すべての社会保険労務士の社会的・経済的地位の向上と社

会保険労務士制度の発展を目的とし、法定団体である社会保険労務士会では政治的な活動

を行うことができないために設立された政治団体です。

　支援してくれる政党、政治家であれば、政党、党派に関係なく協力関係を保っており、

議員立法である社会保険労務士法の制定からこれまですべての改正は、国会の全会一致に

よって成立しています。

今後の更なる制度の発展と法律改正等権益の拡大を図るためには、すべての社会保険労務

士が一丸となって、行政や立法府に働きかけることが重要となります。

　青森県社会保険労務士会会員の皆様には、これらの趣旨をご理解いただき、積極的に活

動にご参加いただくとともに、社会保険労務士制度の充実と発展のため、当政治連盟へご

入会をいただきますようご案内申し上げます。

（参考）全国社会保険労務士政治連盟ホームページ　https://sr-seiren.jp/

青森県社会保険労務士政治連盟からのお知らせ

ご入会を希望される方は事務局までご連絡ください。

青森県社会保険労務士政治連盟事務局

TEL 017－773－5179　　FAX 017－775－1428

協同組合青森SR経営労務センターについて
　青森SR経営労務センターは、業務拡大のため労働保険事務組合制度を活用したい、ある
いは労災保険の特別加入制度を利用したいと考えている青森県社会保険労務士会の社会保
険労務士を会員として、平成元年4月1日に設立されました。労働保険事務組合として認可
を受け、中小事業主などの労働保険料の徴収や労災保険の特別加入等の業務を行っており
ます。
　また、令和５年４月には、さらなる業務の拡大等に対応するため、青森県知事の認可を
受け、協同組合青森ＳＲ経営労務センターとなりました。ぜひ当センターをご活用いただ
きますようご案内申し上げます。

（労働保険事務組合）協同組合青森SR経営労務センターからのお知らせ

（お問い合わせ先）
　協同組合青森SR経営労務センター
　〒030－0802　青森県青森市本町５丁目５－６
　TEL 017－721－5388　　FAX 017－718－3933
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　会報「社労士　青森」がさらに身近に感じられ、興味を持っていただけるよう、表紙に掲載
する写真を会員の皆様から募集します。また、「なんでも掲示板」及び「シャロメシ」への寄
稿も募集しております。皆様のご応募をお待ちしています。 

　　　１．表 紙 の 写 真　県内の景勝地、お祭りや季節の風景など
　　　　　　　　　　　　　※�人物が写っている場合は、本人の承諾をいただ

くなど個人情報の取り扱いにご注意ください。 
著作権、肖像権を侵害することがないようお願いします。

　　　２．シ ャ ロ メ シ　�外食が多い我々社労士のお勧めのランチや夜ごはんを紹介してく
ださい。もちろん家メシも大歓迎です。

　　　３．なんでも掲示板　�勉強会の開催案内、お勧めの書籍の紹介、支部活動や研修の感想
など業務に関わること以外でも、地元の祭り情報や特技の紹介、楽
しかった旅行の記録など会員皆様の発信したい情報をなんでも。

　　　<応募方法>
　　　　写真や記事を添付又は同封のうえ、県会事務局まで、メールもしくは郵送で送付下さい。
　　　　県会事務局メールアドレス　jimukyoku@sr-aomori.info 

「社労士 青森」表紙の写真と記事への寄稿を募集します♪
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八戸の朝市で“旬”をいただく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八戸支部　西尾　和樹
　普段はほとんど外食をせず、自宅で地元の食材を使った食事を楽しんでいます。中でもお気に
入りは、八戸市の館鼻岸壁で開かれる「日曜朝市」。まだ夜が明けきらない時間に訪れると、海
の香りと人の活気に包まれます。
　朝市では、地元農家さんが並べる旬の野菜や果物、焼き立ての魚や手づくり惣菜が並び、どれ
も新鮮そのもの。私はいつも野菜や豆腐、焼きイカなどを購入し、週の食卓に取り入れています。
　「誰が作ったのか」「どこで採れたのか」が見える食材は安心感がありますし、自然と感謝の気
持ちが湧きます。地域の恵みをいただきながら、心と体を整える。そんな朝市のひとときが、私
にとっての“シャロメシ”です。

みんなのシャロメシ
ガクチカは麻婆豆腐です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森支部　工藤　大輔
　一部界隈の皆様には、私はラーメンが一番好きでラーメンばかり食べているのではないかと
思われているかもしれませんが、そんなことはなく、実は一番好きなものは「麻婆豆腐」です。
就職面接の際に聞かれる、「学生時代に力を入れたこと」を、今では「ガクチカ」などと略すよ
うですが、自分の場合勉強は「ほどほど」、アルバイトも「ほどほど」、サークルには入ってす
らおらず（遠い目）、力を入れたことは「自炊」です。中華料理を中心として、その中でも特に
麻婆豆腐を試行錯誤しながら作っていました。安い中華料理店では必ず麻婆豆腐を注文し、料
理本等も参考にしながら完成させ、今の味に至ります。
　「自分で作る麻婆豆腐が一番！」ですが、「○美屋」も「Cook D○」も美味しく、毎日麻婆豆
腐でも飽きず、これが私のサラ・・、もとい、シャロメシです。
　なお、減らしていると思っていたラーメンの回数を数えてみたところ、令和7年9/30時点でちょ
うど100杯でした。やはりラーメンばかり食べていたようです。

○豆板醤・唐辛子・山椒たっぷりの辛口 ○100杯目は「ラーメン街道」でした

○日曜朝市より


